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No.14の講義内容-航空機の疲労設計

• １．航空機の疲労破壊状態

• ２．航空機構造の疲労強度の基本事項

• ３．安全寿命設計と寿命安全率　　

• ４．フェイルセーフ設計
• ５．損傷許容設計　　　　　　　　　　　　　　　1)

線形破壊力学の基礎事項　　　　　　　　2)
繰り返し荷重によるき裂の進展　　　　　3)
残存寿命



英国コメット機の疲労破壊



設計思想の流れ



疲労強度(S-N曲線）



S-N線図の概略式



安全率と確率(1)



安全率と確率(2)



安全率と確率(3)



安全率と確率(4)



安全率と確率(5)



ファイルセーフ設計の例



損傷許容設計(1)



損傷許容設計(2)



損傷許容設計(3)



損傷許容設計(4)-破壊靭性値



損傷許容設計(5)



損傷許容設計(6)



損傷許容設計(7)



損傷許容設計(8)



例題２-1



例題２-2



例題２-3



例題２-5



損傷許容設計(9)



損傷許容設計(10)



損傷許容設計(11)


